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はじめに

現在海上保安庁水路部に設置されているACOS830System ACOS-6/MVX （以下「ACOS-6」）上

で容易に地図 ・図形を処理できるプログラム システムを開発したので以下に紹介する。

1. 開発の背景

従来， JODCでは海洋地球物理データの品質を確保するためデータ検査法のーっとして航跡検査を行なっ

てきた。その検査方法は汎用大型電子計算機で図形出力編集処理の後， 7•ロッタ lζよる出力図形上で検査すると

とで異常航跡を見いだし，図形上の位置から該当する異常データの検索 ・修正 ・削除等の処理を行なってい

たが，とれら操作には多くの時間と手聞を要していた。

乙のような複雑な処理と時閣を要するプロッタなどの自動製図機による処理にかわり ，図形処理作業やデ

ータの削除 ・修正作業が汎用大型電子計算機の端末画面上で会話形式による処理が可能な図形処理システム

の実現が望まれていた。

JODCでは今期更新されたACOS-61ζ組込まれている図形中核システム（GraphicCore System以下「G

cs」）の機能を利用する ζ とにより会話処理が可能で，かっ従来のプログラムが使用可能な若本図形処理シ

ステムの構築を図った。

このため，次の条件が満たされるととを目標にシステム開発を行った。

1 端末上で図形処理が可能である乙と。

2 会話処理の実行は利用者のプログラム上で可能であるとと。

3 会話処理時においての図形に対して直接データの処理を行えること。

4 極力多くの種類の端末に対して共通に機能する乙と。

5 他の図形処理プログラムと作図機能及びコマンドが同一である乙と。

6 日本語プリンタに図形出力が可能である乙と。

2. G RAMA Pの概要

今回構築した図形処理システム（Graphand Map System以下「GRAMAP」）はサフツレーチンパッケー

ジと，補助機能としての文字コードテーフソレファイ Jレ，地図ファイ Jレなどから構成されている。サフソレーチ

ンパッケージは，利用者プログラムと GCSとを結び付ける機能を果たし，新規プログラムの生産性，既存



プログラムへ変換の容易性及び従来のプログラムの活用を考慮して ARP-V等の図形処理サフソレーチンと

ほぼ同様な機能を有している。また，プログラム命令は出力を統御するための基本プロットサフツレーチン群

と地図・グラフ作成を容易に処理するための地図・グラフサブルーチン群からなり，さらに，基本プロット

サフソレーチン群は制御機能・属性設定機能・出力機能からなる。本サブルーチンパッケージで使用可能なプ

ログラム命令を第 1表に示す。

第 l表 プログラム命令一覧表

使用可能な処理環境

サブルーチン名 設定機能 TSS パ yチ

伽1 AREA 作図領減の設定 。 。
御 COPY コピー枚数設定 。 。
機 FACTOR 縮尺設定 。 。
能 PFEED 紙画面送り設定 。 。

PLOTS 初期化設定 。 。
CLINE 線形状設定 。 。

基 属 DALIN 線種設定 。 。
本 性 FILPAT 塗りt貴し設定 。 一部可能
プ 設 NEWPEN 色設定 。 不可能

ロ ｛ 疋乙 OFFSET オフセット値設定 。 。
, 機 PARK 原点復帰 。 。
ト 能 PENSTL 色設定 。 不可能

サ SCALE スケーリング設定 。 。
プ WHERE ベン位置表示 。 。
Jレ

CIR 同指画 。 。
チ CIRCLE 円・円弧錨画 。 。
ン CONVEX 凸多角形描画 。 。
群 出 CSYMBL 文字描画 。 。

力 FILARC 円・同型E錨画 。 。
機 FI LL 領峨塗り潰し 。 。
能 GCIRl 円錨画 。 。

KANZ I 漢字描画 。 一部可能
LINEl 線錨画 。 。
LINE2 線錨画 。 。
MASSAGE 文字出力 。 。
NUMBER 数値描画 。 。
PLOT 線・原点設定 。 。
PLOTl 線錨画 。 。
SYMBOL 文字摘画 。 。

地 AXIS グラフ紬摘画 。 。
図 出 MERMAP 地図描画 。 。

カ ME RCA メルカトール変換 。 。
グ MSQNO MS Q番号の設定 。 。
フ 入 RMERCA メルカトール逆変換 。 。
フ カ LINE グラフ錨画 。 。
サ 機 POSXY 装置座標説み取り 。 不可能
プ 能
Jレ

チ
/ ‘ 

群

基本プロットサフツレーチン群の制御機能は図形出力装置への出力制御を行い，属性設定機能は色や線形状

lζ対する指定，出力機能は図形の描画を行うためのものである。なお，属性設定機能は出力するグラフィッ

ク装置ごとに装置固有の属性設定を有するため全ての出力装置に適用できるものではない。
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乙のほか，文字に対する摘画を行うためのデータとして文字コードテープ、ノレファイル，地図描画を行うた

めの地図ファイ Jレと日本語プリンタに出力するための書式制御情報を設定する書式制御情報ファイルがある。

処理システム環境3. 

図形処理システム GRAMAPの使用できるシステム環境は，現在ホストコンピュータの端末として設置さ

れている GCSサポート端末装置に幅広く適用させるため，使用する出力装置をパッチ環境で使用するも

それぞれ以下の出力装置の利用が可能である。のと， TSS-AF環境で使用するものとに分けた。

なお，属性設定機能及び出入力機能の一部は装置自体lζ依存しているため，第 1表lζ示すように一部使用

できないものもあるが，装置のハードウェアについて特段考慮する必要はない。

処 理 環 境 使 用 可 能 機 種

E WS -4800 

TS S -AF環境 pc -9800シリーズ

CETOS -52 G使用） N 5200 / 05 

N 5200 / 07 AD 

ノ、t 、、2 チ 環境 N 7384 （日本語プリンタ〕

TS S処理における環境ー

1
 

（
 

その処理は第 1図lζ示すシステム環境によっACOS-6ではTSS処理はTSS-AF環境において可能で，

この時の図形出力は端末画面

上に出力されると共I乙付属のグラフイックプリンタにも出力が可能である。

TSS処理時における会話処理は，利用者のプログラム中で端末に入出力を指定する乙とにより実行できる

て動作する。 TSS処理時におけるGRAMAPのシステム構成は第 2図であり，

ほか，図形自体に対する処理としてグラフイックカーソJレによる座標の読み取り機能があるので直接画面上
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TSS処理時におけるGRAMAPのシステム構成第 2図
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の図形IC対しての処理が可能となっている。

なお，乙れらの処理をお ζなうためには端末側に通信ユーティリティ ETOS-52Gのソフトウェアが必

要である。

(2) パッチ処理における環境

GRAM AP におけるパッチ処理のシステム構成を第 3図に示す。パッチ処理による図形出力処理は利用者

プログラムによる指示を GRAMAP により GCSIζ伝えられ，描画情報を図形出力ファイ Jレに格納された後，

ACOS-6の日本語プリソタへの出力をするためのアプリケーションプログラムである JOSPと出力書式変更

情報を格納する書式制御情報ファイ Jレによって日本語プリンタに出力される。

また，図形情報を磁気テープ等の他の外部記憶装置に出力することもできることから，図形描画情報の保

存が可能となっている。

(3) 座標系

書式制御情報

ファイル

第 3図 パッチ処理時における GRAMAPのシステム構成

GCSではグラフイック装置への図形出力をする場合，第4図lζ示すように仮想座標系（ワールド座標）か

ワールド座標空間
正規化装置座標空間

／ 
／ 

第 4図座標系の変換概念図
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写真 1 航跡チェックプログラムによる出力

による図化処理が可能となる乙と等から，図化プロッタに出力する前の確認処理などに有効活用できるもの

と思われる。

]OD Cでは本プログラムを既に水深データ，航海データ等の品質維持のための検査処理に使用している。

今後は地図 ・グラフサフツレーチンの拡充を行い本システムの広範囲な業務への展開を図っていきたい。
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